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TabIel7：その他の時間の低・中・高群における各変数の平均等
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TabIel8：時間の使い方の違いによる職業・学業・自己に対する意識の差異の一覧
将来の職業生活就職先決定時の身鬮皐舅う自尊感情性格の認知重視
大学にいる時間（通学時間含む）
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高群＞低群
「勤勉性」
高群＞低群
「勤勉性」
低群＞中群｢安定志向」中群＞低群アルバイトをしている時間
サークル等で活動している時間
「外向性」
中群＞低群友達と遊んでいる時間
部屋で一人で過ごす時間
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睡眠時間
「調和性」
高群＞低群その他の時間
なお，「自尊感情」については，項目ごとに得点
のばらつきが大きかった。「もっと自分自身を尊
敬できるようになりたい」の項目が相対的に高
く，その他の項目も差が見られた。「もっと自分
自身を尊敬できるようになりたい」の項目は，因
子への負荷が低いという独自性を持つことが,我
が国の大学生を対象にした研究でも報告されてい
る（e､9.,伊藤・小玉,2006)。本研究ではこの項
目の平均が相対的に高かった。大学１年生という
こともあり，これからの大学生活を通じて成長を
していきたいという期待を示しているのであろ
う。今回の分析ではすべての項目を合算して分析
したため，このような項目の独自性がなくなり，
有意差が見られなかったのかもしれない。ただ
し，このことについての確証はない。単に，時間
の使い方と「自尊感情」には関係がないのかもし
れない。
第二の結果については次のように考えられる。
まず，「大学にいる時間」と「部屋で一人で過ご
す時間」については，その場所で何を行っている
のかという活動内容がさまざまであるといえる。
次に，「家で家族と過ごす時間」については，一
人暮らしの者など家族と過ごす時間がなかなかと
れない者がいる。「サークル等で活動している時
間」については，サークルの種類によってその活
動内容が大きく異なっていることがある。一口に
サークルといっても運動系と文化系,活発なとこ
ろとそうでないところがある。これらのような要
因が関係して群間の差がみられなかったのではな
いだろうか。
第三の結果，すなわち，時間の使い方によって
｢性格の認知」について多くの有意な差がみられ
たことは，どのような解釈ができるであろうかｄ
これは,特定の性格の人が特定の活動を多く行う
傾向があるともいえるし，特定の活動においては
特定の性格をもつ人が集まりやすいということを
示しているのかもしれない。
第四の結果，すなわち，アルバイトをあまりし
ていない者よりも，ある程度している者のほうが
職業生活に安定を求めていたことについては以下
のように考えられろ。アルバイトをある程度した
ということは，大学生活において自分で一定程度
稼いだ経験があることを示している。このような
経験により金銭感覚がある程度身についたことが
影響していると考えられるであろう。アルバイト
を多くする者との間に差が見られなかったのは，
あまりにもアルバイトを志向するタイプの学生は
金銭感覚が異なる可能性や,安定よりもリスクを
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ては，居場所の概念がだんだんと拡大されてい
る。石本（2009）によれば，居場所という言葉
は，一般的には「快感情を伴う場所，時間，人間
関係等」を意味することが多いという。時間の使
い方について今後分析を進めていくうえでも，こ
のような広い意味での居場所の概念を踏まえて，
場所や人間関係をより詳細に区分していくことが
求められる。例えば，大学で過ごしている時間に
しても，図書館で勉強していたり，友人と学生食
堂で喋っていたりというようにその中身は多様で
あろう。
最後に，各活動についての「個人の世界におけ
る意味づけ」（溝上，2001）を明らかにすること
である。今回は単純に各活動に費やす時間の長短
によって分析を行ったが,今後はその個人にとっ
て重要な活動とそうでない活動について検討して
みることも必要であろう。自己評価に関する研究
(e９．,高坂，2008）でも個人にとっての重要な領
域によって自己評価が変わりうることが示唆され
ている。同じ活動に同じだけの時間を費やしてい
ても，その個人にとってその活動がどれだけ重要
であるかによって，異なる様相を見せうると考え
られろ。
冒して行動できるようなことを志向している可能
性がある。
第五の結果については，日常的に勉強している
から知識や技能が身についていると実感している
と解釈できるが,知識や技能を身につけられると
期待しているから勉強を積極的に行っている可能
性もあることには注意が必要であろう。一方で，
適応力（｢他人とうまくやっていく力」「幅広い人
間力」「コミュニケーション能力」などから構成）
には差が見られなかったのは，勉強のみではな
く，他の活動からでも学べると大学生自身が思っ
ているのかもしれない。
以上の結果については,本研究のデータに基づ
いた群分けによる分析から得られたものであり，
一定の限界がある。ここで得られた知見をさらに
検証していく必要があるだろう。
５－２．本研究で得られた知見と今後の課題
本研究の結果より，大学生の普段の時間の使い
方によって，進路に関する意識や大学での学びに
対する見方，自己認識が異なることが示唆され
る。このような知見は，どのような学生がどのよ
うな活動をどのくらい行っているのかということ
を把握する端緒となり，学生のタイプに合わせた
より具体的な支援体制を構築することにもつなが
ると考えられる。
今後の課題としては，以下に述べる３点が挙げ
られる。
まず,時間の使い方と他の変数の関係の方向性
である。本稿では，時間の使い方を独立変数，他
の変数を従属変数として分析した。しかし，両者
が因果関係にあるのか相互作用関係にあるのか，
お互いにどのような影響を与えうるのかといった
ことについては分析できなかった。今後は理論的
背景を踏まえながら，変数間の影響について明ら
かにしていく必要がある。
次に，大学生が「いつ，誰と，どこで，何をし
ているのか」をより詳しく探っていく必要があ
る。近年さかんに行われている居場所研究におい
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Thisstudyaimedtoinvestigaterelation-
shipsbetweentheuseoftimeindailylifeand 
theattimdeofuniversitystudentstowards 
vocation，schoolwork，andselfThepartici-
pantswere269umversityfTeshmen（107 
males，１６１females，andlunknown)．They 
wereaskedhowtheyspenttheirｔｉｍｅｉｎａｄａｙ・
TWoorthreegroupswereidentifiedaccording 
tothetimespentfOreachactivity・兜stsonthe
differencesbetweenthemeansrevealedthe 
fOllowjng：（a）ConsidelingthetimespentfOr 
istudyingathomei,Wolkingpart-time1,'playing 
withfiiendsi,，Sleeping,,ａｎｄ'doingotheractivi‐ 
tiesi，thestudentsmawarenessofpersonality1 
wasdifferent．（b）GiventhetimespentfOr 
iworkingpart-time1and，playingwithfiiends1， 
thestudentsI1viewsaboutoneisfUmrecareeri 
weredifferent．（c）Ｏｎｔｈｅｂａｓｉｓｏｆｔｈｅｔｉｍｅ 
ｓｐｅｎｔｆＯｒ’studyｉｎｇａｔｈｏｍｅ１，thestudents1 
ithoughtsontheabilitiesthatoneexpectsto 
acquirethroughuniversitylifeWeredifferent・
Thus,theresultsindicatedthattheuseoｆｔｉｍｅ 
ｉｎｄａｉｌｙｌｉｆｅｗａｓｒｅｌａｔｅｄｔｏｏｎe1sattitude 
towardsvocation,schoolwork,ａｎｄｓｅｌｆ 
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